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演 題： Immunotoxins in 2008: Successes and Challenges: 
 Effective Treatment of Drug Resistant Hairy Cell 
 Leukemia by Immunotoxin BL22 
 

講演者： Dr. Ira Pastan 
 Head, Molecular Biology Section 
 Chief, Laboratory of Molecular Biology, Center for Cancer Research 
 National Cancer Institute, National Institutes of Health, U. S. A. 
 

司会者 :   植田 和光  教授 
京都大学アイセムス, 農学研究科 教授 

 

日 時： ２００８．４．２３．（水） １６：００－１７：００ 

場 所： 再生医科学研究所東館５階 ルーフテラス 

 
ほとんどのガン患者さんは転移によって亡くなります。パスタン博士のチーム

は緑膿菌外毒素を分子工学的に加工し、ガン細胞だけを殺す方法を開発されて

います。すなわち、強力な毒素の細胞結合部分を切り取り、替わりに、ガン細

胞に特異的に結合する抗体の Fv 断片や成長因子では、白血病やリンパ腫の治療

の道を開く可能性がある BL22 と呼ばれる immunotoxin の開発状況についてお

話しいただきます。 
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